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(57)【要約】
　有機発光ダイオードパネル上においてディスプレイ領
域の外郭部に設けられ、ディスプレイ領域に配列された
画素素子に対応して動作する基準画素素子部と、ディス
プレイ領域の外郭部のうち、基準画素素子部を含む領域
に装着され、基準画素素子部から入射する光の輝度値を
基準輝度値と比較し、それに応じた輝度偏差値を算出し
た後、輝度偏差値に応じてディスプレイ領域に配列され
た画素素子の駆動を制御し、輝度偏差の補償された光が
照射されるようにする駆動チップとを備える有機発光ダ
イオードパネルの輝度補償装置を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードパネル上においてディスプレイ領域の外郭部に設けられ、前記ディ
スプレイ領域に配列された画素素子に対応して動作する基準画素素子部と、
　前記ディスプレイ領域の前記外郭部のうち、前記基準画素素子部を含む領域に装着され
、前記基準画素素子部から入射する光の輝度値を基準輝度値と比較し、それに応じた輝度
偏差値を算出した後、該輝度偏差値に応じて前記ディスプレイ領域に配列された前記画素
素子の駆動を制御し、輝度偏差の補償された光が照射されるようにする駆動チップとを備
え、
　該駆動チップが、前記基準画素素子部に対向する位置に設けられ、該基準画素素子部か
ら入射する光を検出し、それに応じた輝度検出信号を出力する光センサと、該光センサか
ら入力される輝度検出値を前記基準輝度値と比較し、それに応じた輝度偏差値を出力する
比較器と、該比較器から出力される前記輝度偏差値に応じて前記画素素子の駆動を制御す
るための輝度偏差補償制御信号を出力する輝度制御部とを備える有機発光ダイオードパネ
ルの輝度補償装置。
【請求項２】
　前記基準画素素子部が、赤色Ｒ、緑色Ｇおよび青色Ｂのうちの１つに対応する単一の画
素素子を備える請求項１に記載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項３】
　前記基準画素素子部が、赤色Ｒ、緑色Ｇおよび青色Ｂのすべてに対応する画素素子を備
える請求項１に記載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項４】
　前記基準画素素子部が、予めプログラミングされた駆動データおよび制御信号によって
駆動される請求項１に記載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項５】
　前記基準画素素子部が、前記ディスプレイ領域に配列された前記画素素子のうち、任意
の位置に配列された複数の前記画素素子の駆動データの平均値で駆動される請求項１に記
載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項６】
　前記駆動チップの外郭部のうち、底面を除いた部分を取り囲む光遮断膜をさらに備える
請求項１に記載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項７】
　前記基準画素素子部と前記光センサとの間に光通路層をさらに備える請求項１に記載の
有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項８】
　前記輝度制御部から出力される前記輝度偏差補償制御信号によってデータラインを介し
て前記ディスプレイ領域に供給されるデータ電圧のレベルを変更し、前記画素素子から照
射される光の輝度が正常な水準を維持するようにするソースドライバをさらに備える請求
項１に記載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項９】
　前記輝度制御部から出力される前記輝度偏差補償制御信号によってゲートラインを介し
て前記ディスプレイ領域に供給されるゲート信号の駆動時間を調節し、前記画素素子から
照射される光の輝度が正常な水準を維持するようにするゲートドライバをさらに備える請
求項１に記載の有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置。
【請求項１０】
　前記輝度制御部から出力される前記輝度偏差補償制御信号によって前記ディスプレイ領
域に供給される直流電圧のレベルを変更し、前記画素素子から照射される光の輝度が正常
な水準を維持するようにする直流直流変換部をさらに備える請求項１に記載の有機発光ダ
イオードパネルの輝度補償装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）パネルの輝度変化を補償する技術に関するものであって、特に、有
機発光ダイオードパネルの外郭部に設けられた駆動チップが、隣接位置に設けられた基準
ピクセルを用いて輝度偏差を算出し、ディスプレイ領域に配列された画素素子に対する輝
度を補償できるようにした有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＬＥＤパネルは、蛍光性または燐光性有機物質を電気的に励起して発光させるディス
プレイパネルであって、鮮明度およびコントラストに優れ、超薄膜形態に製作が可能で、
次世代ディスプレイパネルとして注目されている。
【０００３】
　一般的に、ＯＬＥＤパネルは、多数のスキャンラインと、多数のデータラインと、駆動
電圧を伝達する駆動ラインと、多数の表示ピクセルとを備える。
　ＯＬＥＤパネルの駆動方式は、大別して、アナログ駆動方式とデジタル駆動方式とに区
分される。アナログ駆動方式では、ＯＬＥＤに供給される発光電圧や発光電流を調節して
ディスプレイデータを表現する。デジタル駆動方式では、ＯＬＥＤに供給される発光電圧
や発光電流の時間を調節してディスプレイデータを表現する。一方、定電圧駆動方式では
、一定の駆動電圧がピクセルの駆動ノードに供給され、定電流駆動方式では、一定の駆動
電流がピクセルの駆動ノードに供給される。定電圧駆動方式および定電流駆動方式ともに
、ＯＬＥＤが発する光の輝度はディスプレイデータに相応する。
【０００４】
　定電流駆動方式では、ＯＬＥＤに一定の駆動電流が供給され、発光電流がほぼ一定であ
り、ＯＬＥＤの輝度変化が少ないものの、一定の駆動電流を供給する定電流源の位置偏差
によって輝度不均一の問題が発生する。定電圧駆動方式では、上記のような輝度不均一の
問題は発生しないが、一定の駆動電圧が供給されても発光電流が一定でないことから、Ｏ
ＬＥＤの輝度変化が相対的に大きい。例えば、温度が変化すると、発光電圧が一定であっ
ても発光電流が変化し、ＯＬＥＤの輝度が変化することになる。
【０００５】
　これ以外に、ＯＬＥＤパネルの製作工程上の偏差または環境の変化によって、ＯＬＥＤ
パネルでの輝度は目標輝度と偏差とを有する。このような輝度偏差は、ＯＬＥＤパネルの
表示品質を低下させる要因として作用する。
【０００６】
　しかし、従来のＯＬＥＤパネルの駆動装置においては、ＯＬＥＤの駆動電流やスレッシ
ホールド電圧などに基づいて間接的に輝度を検出した後、輝度偏差を算出して補償した。
　このように輝度を間接的に検出する場合、検出過程が複雑である上に、正確性が低下す
る問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、ＯＬＥＤパネルの外郭部に設けられた駆動チップが
、隣接位置に設けられた基準ピクセルを用いてディスプレイ領域に配列された画素素子に
対する輝度偏差を算出し、輝度を補償できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の技術的課題を達成するための、本発明の一実施形態に係る有機発光ダイオードパ
ネルの輝度補償装置は、有機発光ダイオードパネル上においてディスプレイ領域の外郭部
に設けられ、前記ディスプレイ領域に配列された画素素子に対応して動作する基準画素素
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子部と、前記ディスプレイ領域の前記外郭部のうち、前記基準画素素子部を含む領域に装
着され、前記基準画素素子部から入射する光の輝度値を基準輝度値と比較し、それに応じ
た輝度偏差値を算出した後、該輝度偏差値に応じて前記ディスプレイ領域に配列された前
記画素素子の駆動を制御し、輝度偏差の補償された光が照射されるようにする駆動チップ
とを備える。
【０００９】
　前記駆動チップは、前記基準画素素子部に対向する位置に設けられ、前記基準画素素子
部から入射する光を検出し、それに応じた輝度検出信号を出力する光センサと、該光セン
サから入力される輝度検出値を前記基準輝度値と比較し、それに応じた輝度偏差値を出力
する比較器と、該比較器から出力される前記輝度偏差値に応じて前記画素素子の駆動を制
御するための輝度偏差補償制御信号を出力する輝度制御部とを備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、ＯＬＥＤパネルの外郭部に設けられた駆動チップの隣接する位置に、有機発
光ダイオードパネル上のディスプレイ領域に配列される画素素子と同一構成の基準ピクセ
ルを設け、駆動チップが、基準ピクセルを用いてディスプレイ領域に配列される画素素子
の輝度偏差を算出し、輝度を補償することにより、輝度検出過程が簡単で、輝度偏差の補
償の正確性を保障できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置の平面図である。
【図２】本発明に係る有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置のブロック図である。
【図３】図１におけるＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置の平面図である。
　図１に示すように、本発明に係る有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置は、有機発
光ダイオードパネル１０上に、ディスプレイ領域１１と、ゲートドライバ１２と、駆動チ
ップ１３とを備える。
【００１３】
　ディスプレイ領域１１は、互いに交差して配列されるゲートラインＧＬ１－ＧＬｎとデ
ータラインＤＬ１－ＤＬｍとの交差部に、それぞれの画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍを備え
る。
　このように配列された画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍは、ゲートラインＧＬ１－ＧＬｎを
介して供給されるゲート信号がイネーブルされる時に駆動され、データラインＤＬ１－Ｄ
Ｌｍを介して供給される画素信号の大きさに相応する光を発生する。
【００１４】
　上記のように、有機発光ダイオードパネル１０のディスプレイ領域１１に配列された画
素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍを駆動するために、ゲートドライバ１２の出力端子がゲートラ
インＧＬ１－ＧＬｎにそれぞれ連結され、駆動チップ１３内のソースドライバの出力端子
がデータラインＤＬ１－ＤＬｍにそれぞれ連結される。
【００１５】
　図２は、本発明に係る有機発光ダイオードパネルの輝度補償装置のブロック図である。
　図２に示すように、本発明に係る駆動チップ１３は、光センサ１４と、アナログデジタ
ル変換器（ＡＤＣ：Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）２１と
、基準輝度値格納部２２と、比較器２３と、輝度制御部２４と、ソースドライバ２５と、
直流直流変換部２６とを備える。
【００１６】
　光センサ１４は、駆動チップ１３内に設けられ、有機発光ダイオードパネル１０上にお
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いて前記ディスプレイ領域１１の外郭部に設けられた基準画素素子部に対向する位置に設
けられる。
　図３は、図１におけるＡ－Ａ断面図である。
　図３を参照すれば、有機発光ダイオードパネル１０上のディスプレイ領域１１の外郭部
に基準画素素子部３１が形成されるが、基準画素素子部３１の上部面が有機発光ダイオー
ドパネル１０の上部表面に露出するように形成される。
【００１７】
　駆動チップ１３は、有機発光ダイオードパネル１０上においてディスプレイ領域１１の
外郭部に装着されるが、光センサ１４は、駆動チップ１３内で基準画素素子部３１の上部
面に対応する位置に形成される。光センサ１４の光センシングのために、基準画素素子部
３１の上部面と光センサ１４の下部面との間に、光通路の役割を果たす光通路層３３が形
成される。基準画素素子部３１で生成される光が光センサ１４以外の方向に照射されたり
、外部の光が光センサ１４に入射するのを防止するために、駆動チップ１３の外郭部のう
ち、底面を除いた部分を取り囲む光遮断膜３２が形成される。光通路層３３は、有機発光
ダイオードパネル１０と駆動チップ１３との間にある接続層３４によって取り囲まれる。
【００１８】
　基準画素素子部３１は、有機発光ダイオードパネル１０のディスプレイ領域１１に配列
された画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍの輝度が、目標の輝度から外れた程度（輝度偏差）を
検出するために形成されたものである。
【００１９】
　したがって、基準画素素子部３１の構成要素であるＯＬＥＤを有するトランジスタおよ
びキャパシタは、画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍの構成要素と同一または非常に類似してい
ることが好ましい。基準画素素子部３１は、赤色Ｒ、緑色Ｇおよび青色Ｂのうちの１つに
対応する単一画素であってもよいし、赤色Ｒ、緑色Ｇおよび青色Ｂのすべてに対応する画
素であってもよい。
【００２０】
　基準画素素子部３１は、駆動チップ１３によって駆動される。駆動チップ１３が基準画
素素子部３１を駆動する方法には種々の方法があり得る。例えば、予めプログラミングさ
れた駆動データおよび制御信号によって基準画素素子部３１を駆動することができる。他
の例として、画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍのうち、１つの画素素子に対応して駆動するこ
とができる。さらに他の例として、画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍのうち、任意の位置に配
列された複数の画素素子の駆動データの平均値を算出し、その平均データで駆動すること
ができる。
【００２１】
　基準画素素子部３１から生成される光は、光通路層３３を介して光センサ１４に照射さ
れる。上記説明のように、基準画素素子部３１および光通路層３３を光遮断膜３２が取り
囲んでいるため、基準画素素子部３１で生成される光が外部に漏れることなく光センサ１
４に照射され、外部の光が光センサ１４に照射されない。
【００２２】
　光センサ１４は、基準画素素子部３１から入射する光をセンシングし、それに応じた輝
度検出信号を出力する。
　アナログデジタル変換器２１は、光センサ１４から入力されるアナログの輝度検出信号
をデジタル信号に変換し、比較器２３の一側の入力端子に出力する。
【００２３】
　比較器２３は、アナログデジタル変換器２１から入力される輝度検出値を、基準輝度値
格納部２２に予め格納された基準輝度値と比較し、それに応じた輝度偏差値を出力する。
　輝度制御部２４は、比較器２３から入力される輝度偏差値をチェックして、基準値以下
であれば、無視する。しかし、輝度制御部２４は、比較器２３から入力される輝度偏差値
が基準値以上と判明されると、輝度偏差補償制御信号を出力して輝度を補償するための制
御機能を果たす。
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【００２４】
　輝度制御部２４が輝度を補償するための制御機能には種々のものがあり得る。例えば、
輝度制御部２４は、輝度偏差に応じて第１輝度偏差補償制御信号でソースドライバ２５の
駆動を制御し、データラインを介してディスプレイ領域１１に供給されるデータ電圧のレ
ベルが変更されるようにし、これによって画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍから照射される光
の輝度が正常な水準を維持するようにするものである。
【００２５】
　他の例として、輝度制御部２４は、輝度偏差に応じて第２輝度偏差補償制御信号でゲー
トドライバ１２の駆動を制御し、ゲートラインを介してディスプレイ領域１１に供給され
るゲート信号の駆動時間を調節し、画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍの駆動時間が調節される
ようにし、これによって画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍから照射される光の輝度が正常な水
準を維持するようにするものである。
【００２６】
　さらに他の例として、輝度制御部２４は、輝度偏差に応じて第３輝度偏差補償制御信号
で直流直流変換部２６の駆動を制御し、ディスプレイ領域１１に供給される電圧のレベル
が変更されるようにし、これによって画素素子Ｐ１．１－Ｐｎ．ｍから照射される光の輝
度が正常な水準を維持するようにするものである。
【００２７】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲がこれ
に限定されるものではなく、以下の請求の範囲で定義する本発明の基本概念に基づいてよ
り多様な実施形態で実現可能であり、このような実施形態も本発明の権利範囲に属する。

【図１】 【図２】

【図３】
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